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(百万円未満切捨て)

１．2022年12月期第１四半期の連結業績（2022年１月１日～2022年３月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年12月期第１四半期 303 ― △36 ― △36 ― △35 ―

2021年12月期第１四半期 ― ― ― ― ― ― ― ―
(注)包括利益 2022年12月期第１四半期 △35百万円( ―％) 2021年12月期第１四半期 ―百万円( ―％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2022年12月期第１四半期 △2.97 ―

2021年12月期第１四半期 ― ―

（注)2021年12月期第３四半期より四半期連結財務諸表を作成しているため、2021年12月期第１四半期の数値及び対
前年同四半期増減率については記載しておりません。

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2022年12月期第１四半期 1,379 768 55.3

2021年12月期 1,699 800 46.9
(参考) 自己資本 2022年12月期第１四半期 762百万円 2021年12月期 797百万円
　

　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年12月期 ― ― ― ― ―

2022年12月期 ―

2022年12月期(予想) 0.00 ― 0.00 0.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　

　

３．2022年12月期の連結業績予想（2022年１月１日～2022年12月31日）

(％表示は、対前期増減率)

全社総取扱高 売上高
営業利益

(戦略投資前)
営業利益 経常利益

親会社株主に帰属

する当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期
4,528

～4,877
30

～40
1,500

～1,580
22.1

～28.6
85

～120
42.7

～101.4
34

～60
△42.9
～0.7

32
～58

△50.6
～△11.1

13
～33

△65.8
～△12.7

2.83
～1.11

（注）直近に公表されている連結業績予想からの修正の有無 ：無

　　



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

新規 ― 社（社名） ― 、除外 ― 社（社名） ―
　

　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無
　

　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2022年12月期１Ｑ 11,868,700株 2021年12月期 11,841,100株

② 期末自己株式数 2022年12月期１Ｑ 110株 2021年12月期 110株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年12月期１Ｑ 11,852,683株 2021年12月期１Ｑ 11,739,510株
　

　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の実
績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件および業績予想のご利用にあ
たっての注意事項等については、添付資料Ｐ．２「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想など
の将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新たな変異株の感染再拡大などによって、依然として多くの産

業において厳しい経済環境が続き、先行きの不透明な状況が続きました。当社の属するスペースシェア市場において

も、１月中旬からの新型コロナウイルス感染者数急増の影響は少なくなく、厳しい経営環境が続きました。

このような状況の中で、当社の既存事業については、当社の主要KPIである利用スペース数の増加に注力した結果、

ワークボックスの利用が増えたこと等に起因し、利用スペース数が対前年同期比で増加しました。他方で、新たな変

異株の感染再拡大による外出の抑制や単価の低いワークボックスの利用が増えたことで、利用スペースあたりのGMV

は対前年同期比で減少しております。また、新規事業については、ホスト向けのプロダクト開発に戦略的な先行投資

を実施しました。

以上の結果、当第１四半期連結累計期間における売上高は303,945千円、営業損失は36,466千円、経常損失は

36,727千円、親会社株主に帰属する四半期純損失は35,143千円となりました。

（２）財政状態に関する説明

（流動資産）

当第１四半期連結会計期間末における流動資産は1,044,336千円となり、前連結会計年度末に比べ314,934千円減少

いたしました。これは主に、季節的要因によりスペース利用が増加する12月と比較し、相対的に３月のスペース利用

が減少したことに伴い未収入金が減少するとともに、未払金の支払いにより現金及び預金が減少したことによるもの

であります。

（固定資産）

当第１四半期連結会計期間末における固定資産は335,436千円となり、前連結会計年度末に比べ4,389千円減少いた

しました。これは主に、のれんの償却によるものです。

（流動負債）

当第１四半期連結会計期間末における流動負債は540,207千円となり、前連結会計年度末に比べ278,220千円減少い

たしました。これは主に、季節的要因によりスペース利用が増加する12月と比較し、相対的に３月のスペース利用が

減少したことに伴う掲載ホストへの未払金減少によるものであります。

（固定負債）

当第１四半期連結会計期間末における固定負債は70,787千円となり、前連結会計年度末に比べ9,167千円減少いた

しました。これは主に、長期借入金を返済したことによるものであります。

（純資産）

当第１四半期連結会計期間末における純資産合計は768,778千円となり、前連結会計年度末に比べ31,935千円減少

いたしました。これは主に、当第１四半期連結会計期間に親会社株主に帰属する四半期純損失35,143千円を計上した

ことによるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2022年12月期の連結業績予想につきましては、2022年２月14日に公表いたしました予想に変更はありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2021年12月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2022年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 571,508 436,569

売掛金 42,486 19,275

未収入金 710,709 549,994

その他 34,624 38,537

貸倒引当金 △57 △40

流動資産合計 1,359,271 1,044,336

固定資産

有形固定資産 75,361 73,616

無形固定資産

のれん 140,430 135,029

その他 65,100 69,095

無形固定資産合計 205,530 204,125

投資その他の資産

その他 58,933 57,694

投資その他の資産合計 58,933 57,694

固定資産合計 339,826 335,436

資産合計 1,699,097 1,379,773

負債の部

流動負債

買掛金 37,868 12,868

1年内返済予定の長期借入金 37,596 37,596

未払金 526,275 342,658

未払法人税等 33,730 7,068

預り金 112,599 81,973

賞与引当金 - 6,630

ポイント引当金 7,629 -

契約負債 - 8,616

その他 62,726 42,796

流動負債合計 818,428 540,207

固定負債

長期借入金 41,895 32,818

その他 38,059 37,969

固定負債合計 79,954 70,787

負債合計 898,382 610,994
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2021年12月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2022年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 254,126 254,515

資本剰余金 605,716 606,105

利益剰余金 △62,590 △97,646

自己株式 △94 △94

株主資本合計 797,158 762,879

新株予約権 3,556 5,899

純資産合計 800,714 768,778

負債純資産合計 1,699,097 1,379,773
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)
当第１四半期連結累計期間

(自 2022年１月１日
　至 2022年３月31日)

売上高 303,945

売上原価 99,194

売上総利益 204,751

販売費及び一般管理費 241,217

営業損失（△） △36,466

営業外収益

受取利息 2

補助金収入 400

その他 30

営業外収益合計 433

営業外費用

支払利息 694

営業外費用合計 694

経常損失（△） △36,727

税金等調整前四半期純損失（△） △36,727

法人税、住民税及び事業税 △1,583

法人税等合計 △1,583

四半期純損失（△） △35,143

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △35,143
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)
当第１四半期連結累計期間

(自 2022年１月１日
　至 2022年３月31日)

四半期純損失（△） △35,143

四半期包括利益 △35,143

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △35,143
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　 該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当第１四半期連結累計期間(自 2022年１月１日 至 2022年３月31日)

１．配当金支払額

該当事項はありません。

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の

末日後となるもの

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）

等を当第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該

財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。

　これにより、割引クーポンについて、従来は顧客から受け取る対価の総額を収益として認識し、利用額を販売費

及び一般管理費として処理しておりましたが、対価の総額から控除した純額で収益を認識する方法に変更しており

ます。また、顧客への販売時に付与する自社ポイントについて、付与したポイントの利用に備えるため、将来利用

されると見込まれる額をポイント引当金として計上し、当該引当額を販売費及び一般管理費として計上しておりま

したが、付与したポイントを履行義務として認識し、収益の計上を繰り延べる方法に変更しております。

　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従ってお

り、当第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、当第１四半

期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

　この変更により、当第１四半期連結累計期間の売上高は21,879千円減少し、販売費及び一般管理費は21,879千円

減少しましたが、営業損失、経常損失及び税金等調整前四半期純損失の金額には影響ありません。また、利益剰余

金の当期首残高に与える影響はありません。

　なお、収益認識会計基準第89-２項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度については新たな表示方法

による組替を行っておりません。

（時価の算定に関する会計基準等）

　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を当第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準第10号 2019年７月４日）第44－２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等

が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。なお、四半期連結財務諸表に与える影

響はありません。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当社グループは、スペースマーケット事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

（追加情報）

（新型コロナウイルス感染症による影響）

　前連結会計年度の有価証券報告書の（追加情報）に記載した新型コロナウイルス感染症拡大の影響に関する仮定

について重要な変更はありません。なお、当該見積りは現時点で入手可能な情報等を踏まえたものであり不確実性

は高く、新型コロナウイルス感染症の収束時期やそのほかの状況の経過により影響が変化した場合には、当社グル

ープの財政状態、経営成績に影響を及ぼす可能性があります。

　


